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概 要 

本例題は，誘導発電機を系統並列させた場合のシミュレーションである。

誘導発電機は系統並列時に定格電流よりも大きな突入電流が流れることが知

られており，このシミュレーションでも定格電流を超える突入電流が流れる

ことが確認できる。 

誘導機のモデルには文献 [2] で開発された相領域モデルを用いる。なお同

モデルは，トルクと回転数を逆にすることで電動機と発電機のどちらとして

も動作する。例題 MAC-03-A では同モデルを誘導電動機として動作させた場

合のシミュレーションを行っている。モデルに関する説明については例題

MAC-03-A の例題票に説明がある。 

誘導機相領域モデルの詳しい説明は文献 [2] を，誘導機の基本原理につい

ては文献 [3], [4] を参照されたい。 

 

 



 2

解析回路・解析条件 
 

図 1 に，本例題で解析を行う誘導発電機およびその外部系統の回路図を示す。系統周波数は 50 

Hz である。ここでは，あらかじめ誘導発電機を一定回転で運転しておき，時刻 1 s で遮断器 SW1

を投入することで誘導発電機を系統並列する。また，時刻 3 s から 5 s までかけて 3000 Nm の機

械入力（トルク）をランプ状に与える。系統および誘導発電機のパラメータは図中に示す通りで

あり，計算時間刻みは 100 μs とし，計算終了時刻は 5.5 s とする。 

 

 

図 1 誘導発電機の系統並列シミュレーションの単線結線図およびパラメータ 
 

 

図 2 に，図 1 の回路を XTAP 上に再現した回路図を示す。系統は三相一括配線で作成され，三

相端子から単相を引き出し，誘導機モデルの固定子巻線側端子（sa, sb, sc）に接続している。ま

たこの計算では，誘導機をかご形誘導発電機機と仮定し，回転子側の端子は短絡している（浮い

た回路とならないよう，回転子側端子は接地している）。 

計算開始時のすべりには負の値として −0.5246 を設定する。この誘導機の同期速度は 1000 rpm 

(= 120 × 50 / (2×3) ) であるから，このときの回転数は 1000 × (1 − (−0.5246)) = 1525 rpm となる。

また外部トルクには負の値を与えることで，系統に対して電力を出力させる。 

 

 

図 2 XTAP 上に模擬した解析回路 
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解析結果 

 

図 3 に，誘導機の電磁トルク，回転数，固定子巻線（a 相）の電流，回転子巻線（a 相）の電

流，外部系統へ出力する有効電力，無効電力の解析結果を示す。始動直後の固定子巻線にはピー

ク値で約 3,200 A の電流が流れている。この誘導発電機の定格電流は 251 A で，そのピークは√2

倍の 355 A であるため，この例題では瞬間的に波高値の約 9 倍の電流が流れて，その後 1 秒程度

は約 5.6 倍の電流が流れていることが確認できる。 

 

 

電磁トルク [N] 固定子巻線電流 [A] 

回転数 [rpm] 回転子巻線電流 [A] 

有効電力 [W] 無効電力 [var] 

 

図 3 解析結果 
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